
♪たこたこあがれ 風よく受けて 雲まであがれ 天まであがれ♪
 天まで揚がる凧のように、子どもが健やかに成長できるまち
 づくりを進めます。
園庭で凧揚げをする園児たち（三山木保育所）

New Year Greetings 2010

新年明けましておめでとうございま
す。
皆様には、希望に満ちた初春を迎え
られましたこととお慶び申し上げま
す。
さて、一昨年の米国の金融危機に端を発した急激な株式・
為替市場の変動による国内企業の業績下方修正や雇用不安は
依然として続いています。加えて急激な円高・株式下落やデ
フレ対策は急務となっている一方、「ドバイ・ショック」の
影響が懸念されるなど、国内外とも景気回復の先行きは不透
明のままであります。
こうした経済状況に対応し、わが国も金融・財政・社会制度
など、あらゆる分野での根本的な見直しが求められており、少
子高齢化や環境保護など、急務で重要な行政課題があります。
また、政権交代があった中で、地方制度改革の姿はまだ見
えてこないものの、地方分権の流れを軸に今後も「地方のあ
り方」が追求されていくことになると考えております。地方
自治体は、より透明・公正で効率的な行政運営とともに、説
明責任や信頼確保が求められてきます。
そうした中、地方議会の果たす役割は、ますます重要になっ
てきており、市民の声を聞き、それを施策に反映するよう、
皆様の議会への期待に応えることが大切であります。市議会
におきましても議会組織や運営などを見直し、協議するため、
議会改革・活性化特別委員会を設置し、議会も自らの改革を
行っているところであります。
市民の皆様にとって今年一年が健康で明るい幸せな年であ
りますよう心から祈念申し上げます。

期待に応える
議長　上田　登

甘南備山からまちを望む

京田辺市活性化プログラムの
総仕上げ

市長　石井　明三
新年明けましておめでとうございま
す。
市民の皆様にはすがすがしい初春を
ご家族お揃いでお迎えのことと、心か
らお慶び申し上げます。
さて、長期化する景気の低迷や雇用情勢の悪化などの厳し
い社会経済情勢のもと、政権交代による国の政策転換や地方
分権への急速な流れが進展する中、京田辺市におきましても
依然として厳しい財政状況が続いており、持続的な発展に向
けた財政構造への転換が喫緊の課題となっております。
このような中、本年は私のマニフェストである「京田辺市
活性化プログラム」の総仕上げの年として、これまで積極的
に推進してきました「安全・安心」「子育て支援」「産業の活
性化」をはじめ、「教育」「福祉」「環境」などの主要施策の
さらなる充実を図りつつ、財政健全化計画の目標達成に向け
た取り組みを進めてまいります。そして、すべての施策を市
民の目線で見直し、市民要望の実現市民満足度の向上、市民
参画の推進など、「市民主役」のまちづくりに全力で取り組
んでまいる所存であります。
新年にあたり、私は、「自ら先頭に立って」を信条とし、
現地現場を最優先に、目指す都市像「緑豊かな文化田園都市」
の実現に向かって職員と一丸となって邁進する決意でありま
すので、昨年にも益してご理解とご支援を賜りますようお願
い申し上げます。
本年が皆様にとりまして健康で活力のある豊かな年となる
よう心からお祈り申し上げます。

新年のごあいさつ
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平
成
２２
年
（
同
２１
年
分
）
の

確
定
申
告
か
ら
、
税
務
署
の
確

定
申
告
説
明
会
と
出
張
申
告
相

談
が
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
昨
年
ま
で
市
役
所
で
申

告
が
可
能
だ
っ
た
人
で
も
、
宇

治
税
務
署
（
鹿
六
会
場
）
で
の

申
告
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。た

だ
し
、
年
金
受
給
者
対
象

の
事
前
相
談
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
税
務
署
が
出
張
相
談
を
行

い
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
で
で
き
る
確

定
申
告
は
、
所
得
税
の
納
付
・

還
付
が
発
生
し
、
所
得
の
種
類

が
「
給
与
所
得
」「
雑
所
得
（
公

的
年
金
等
）」
の
申
告
で
す
。

農
業
所
得
の
赤
字
を
ほ
か
の
所

得
と
損
益
通
算
す
る
場
合
は
、

必
ず
宇
治
税
務
署
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
青
色
申

告
以
外
で
収
支
内
訳
書
が
作
成

済
み
の
農
業
所
得
は
市
役
所
で

受
け
付
け
で
き
ま
す
。

【
年
金
受
給
者
対
象
の
事
前

相
談
】

日
時
＝
２
月
２
日
㈫
・
３
日

㈬
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

【
市
役
所
の
受
け
付
け
】

期
間
＝
２
月
１６
日
㈫
～
３
月

１５
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４

時
場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

【
宇
治
税
務
署
の
受
け
付
け
】

期
間
＝
２
月
１６
日
㈫
～
３
月

１５
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

。
２
月
２１
日
㈰
・
２８
日
㈰
は

閉
庁
日
相
談
を
行
い
ま
す

な
お
、
所
得
税
が
還
付
と
な

る
申
告
は
、
２
月
１５
日
㈪
以
前

で
も
提
出
で
き
ま
す
。

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４

時
３０
分

場
所
＝
鹿
六
４
階
（
宇
治
税

務
署
南
向
、
サ
テ
ィ
大
久
保
店

東
隣
）

く
わ
し
く
は
１２
月
２５
日
㈮
に
配

布
の
「
市
税
だ
よ
り
」
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
税
務
課
（
☎

６４
・
１
３
１
７
）
▼
宇
治
税
務

署
（
☎
４４
・
４
１
４
１
）

申
告
期
間
中
は
会
場
が
混
雑

し
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
告
書

の
提
出
は
、
郵
送
や
税
務
署
の

時
間
外
文
書
収
受
箱
へ
の
投
函

で
も
で
き
ま
す
の
で
、「
確
定

申
告
の
手
引
き
」
や
前
年
分
の

申
告
書
の
控
え
を
参
考
に
、
で

き
る
だ
け
自
分
で
正
し
く
作
成

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.nta.go.jp

）

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内
に

従
っ
て
入
力
し
、
簡
単
に
申
告

書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、「
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）」
で
は
、
自
宅
か
ら

電
子
申
告
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す（
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
〈
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
〉」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

申
告
期
間
中
、
税
務
署
が
、
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
（
午

前
９
時
３０
分
～
正
午
・
午
後
１
時

～
４
時
）
を
市
役
所
の
申
告
会
場

に
設
置
し
、
普
及
・
拡
大
の
た
め

指
導
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

な
お
、
こ
の
パ
ソ
コ
ン
で
申

告
す
る
場
合
は
、
開
始
届
出

書
・
電
子
証
明
書
の
取
得
・
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購

入
な
ど
の
事
前
手
続
き
は
不
要

で
す
。
た
だ
し
、
最
高
５
千
円

の
所
得
税
の
税
額
控
除
（
電
子

証
明
書
等
特
別
控
除
）
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

税

保険

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

と
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医

療
）
保
険
料
は
、特
別
徴
収
（
年

金
天
引
き
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２２
年
２
月
に
国
保
税
・

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

保
険
料
を
特
別
徴
収
で
納
付
し

た
人
は
、
平
成
２２
年
度
の
仮
徴

収
と
し
て
、
４
～
８
月
の
年
金

支
払
い
月
に
２
月
と
同
額
の
国

保
税
・
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢

者
医
療
）
保
険
料
を
特
別
徴
収

し
ま
す
。

【
国
保
税
の
特
別
徴
収
対
象

世
帯
】

平
成
２１
年
４
月
２
日
以
降
に

６５
歳
と
な
っ
た
世
帯
主
や
、
年

金
の
新
規
裁
定
を
受
け
た
人
、

住
所
変
更
を
し
た
人
は
次
の
①

～
③
を
満
た
す
場
合
、
平
成
２２

年
４
月
以
降
、
特
別
徴
収
（
仮

徴
収
）
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

①
世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で

あ
る②

世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者

全
員
が
、
６５
歳
か
ら
７５
歳
未
満

で
あ
る

③
年
額
１８
万
円
以
上
の
年
金

を
受
給
し
、
国
保
税
と
介
護
保

険
料
の
合
算
額
が
特
別
徴
収
対

象
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

な
い【

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者

医
療
）
保
険
料
の
特
別
徴
収
対

象
者
】

①
平
成
２１
年
５
月
３１
日
に
長

寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
（
転

入
者
を
除
く
）

②
年
額
１８
万
円
以
上
の
年
金

を
受
給
し
、
長
寿
医
療
（
後
期

高
齢
者
医
療
）
保
険
料
と
介
護

保
険
料
の
合
算
額
が
特
別
徴
収

対
象
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
な
い

●
口
座
振
替
で
の
納
付
も

可
能国

民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

と
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医

療
）
保
険
料
が
特
別
徴
収
の
対

象
と
な
る
場
合
で
も
、
口
座
振

替
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
次
の

と
お
り
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
①
市
内
の
指
定
金
融
機
関
に

通
帳
・
通
帳
に
登
録
し
た
印
鑑
・

保
険
証
を
持
参
し
、
口
座
振
替

の
申
し
込
み

②
国
保
医
療
課
へ
、
口
座
振

替
依
頼
書
の
控
え
と
保
険
証
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
市
内
の
指
定
金
融
機

関
は
、
京
都
銀
行
・
南
都
銀
行
・

京
都
信
用
金
庫
・
京
都
中
央
信

用
金
庫
・
京
都
や
ま
し
ろ
農
業

協
同
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵

便
局
）
で
す

１
月
２８
日
㈭
ま
で
に
申
請
す

る
と
、
平
成
２２
年
４
月
分
の
年

金
か
ら
の
支
払
い
が
中
止
さ
れ

ま
す【

申
請
・
問
合
せ
先
】

国
保
医
療
課
＝
▼
国
民
健
康

保
険
に
関
す
る
こ
と
…
（
☎

６４
・
１
３
３
２
）
▼
長
寿
医
療

に
関
す
る
こ
と
…
（
☎
６４
・

１
３
７
４
）

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

平
成
２１
年
中
に
納
付
し
た
国
民
健
康
保
険
税

（
国
保
税
）
や
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

保
険
料
は
、
平
成
２１
年
分
の
年
末
調
整
・
確
定
申

告
・
個
人
住
民
税
申
告
に
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
保
税
・
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
保

険
料
は
、
実
際
に
費
用
を
負
担
し
た
人
の
所
得
か

ら
の
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
特
別
徴

収
（
年
金
天
引
き
）
で
納
付
し
た
国
保
税
・
長
寿

医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
で
き
る
の
は
、
年
金
受
給
者

本
人
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
１
月
下
旬
に
「
平
成
２１
年
分
申
告
用　

国
民
健
康
保
険
税
納
付
済
確
認
書
」（
世
帯
主
宛
）・

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
平
成
２１
年
納
付
証
明

書
」
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
国
保
医
療
課
▼
国
民
健
康
保
険
に

関
す
る
こ
と
…
（
☎
６４
・
１
３
３
２
）
▼
長
寿
医

療
に
関
す
る
こ
と
…
（
☎
６４
・
１
３
７
４
）

京田辺エコパークかんなび
太陽光発電設置費用を寄付

11 月 26 日、市は京田辺エコパークかんなび
からリユース活動の売上金 300 万円を、リサ
イクルプラザ棟の太陽光発電設備の整備に充て
てほしいと寄付を受けました。この設備は、子
どもたちや市民の環境学習のために活用してい

きます。
京田辺エコパークかんなびは、循環型社会形
成に向けた３Ｒの推進ためリサイクルプラザ棟
を活動の拠点とし、リユース品の常設展示や不
要品を使った「もの作り教室」、子どもの学習
体験などを積極的に取り組まれています。

問合せ先＝清掃衛生課（☎ 68-1288）

歯
周
病
予
防
教
室
で

正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

市
は
歯
周
病
予
防
教
室
を
行
い
、

最
新
の
歯
周
疾
患
情
報
の
提
供
や
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
を
お
伝
え
し
ま

す
。日

本
人
が
歯
を
失
う
原
因
と
し

て
、
成
人
の
約
８０
％
が
か
か
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
る
「
歯
周
病
」。
４０
歳

代
を
境
に
急
増
し
て
い
ま
す
。
歯
周

病
は
動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
を
悪
化
さ

せ
る
な
ど
、
歯
の
生
活
習
慣
病
と
い

わ
れ
全
身
の
健
康
に
関
係
し
ま
す
。

し
か
し
、
歯
周
病
は
ち
ょ
っ
と
し
た

心
掛
け
で
予
防
で
き
る
病
気
で
す
。

日
時
＝
２
月
２３
日
㈫
午
後
１
時
３０

分
～
４
時

場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
人

内
容
＝
▼
講
義
…
知
っ
て
お
き
た

い
歯
周
病
の
知
識
、
京
都
府
歯
科
医

師
会
山
城
支
部
・
歯
科
医
師
（
日
本

歯
周
病
学
会
認
定
歯
周
病
専
門
医
）

牧
草
一
人
さ
ん
▼
実
技
…
マ
ス
タ
ー

し
よ
う
セ
ル
フ
ケ
ア
、
歯
科
衛
生
士

の
和
田
美
登
里
さ
ん

参
加
者
に
は
、
歯
ブ
ラ
シ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

定
員
＝
先
着
４０
人

申
込
方
法
＝
１
月
４
日
㈪
～
２９
日

㈮
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

な
お
、
託
児
（
生
後
６
カ
月
～
就

学
前
ま
で
）
を
希
望
の
場
合
は
、
申

し
込
み
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康
介
護
課

（
☎
６４
・
１
３
３
５
）

健康

市
は
、
平
成
１４
年
に
公
表
し
た
「
京
田

辺
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改

訂
版
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

同
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
、
市
内
を

北
部･

中
部･

南
部
に
分
け
て
、
地
域
ご

と
に
ま
ち
の
特
徴
や
課
題
・
ま
ち
づ
く
り

の
方
策
・
整
備
内
容
な
ど
を
話
し
合
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
ま
す
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
た
く
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
＝
３
～
８
月
、
月
１
回
（
全
５
回

ほ
ど
）
を
予
定

時
間
＝
平
日
の
夜
間
、
１
回
２
時
間
ほ

ど
場
所
＝
市
役
所

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す

る
１８
歳
以
上
で
、
す
べ
て
の
回
に
参
加
で

き
る
人

定
員
＝
２１
人
（
北
部
・
中
部
・
南
部
地

域
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
７
人
）

多
数
の
場
合
は
、
応
募
動
機
・
地
域
・

年
齢
・
性
別
で
選
考
し
ま
す
。
結
果
は
、

全
員
に
書
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
・
職
業
・
事
業
所
名
ま
た

は
学
校
名
（
市
外
に
在
住
し
、
本
市
に
通

勤
・
通
学
す
る
人
）・
応
募
動
機
な
ど
を

書
い
て
、
１
月
５
日
㈫
午
前
９
時
～
１５
日

㈮
午
後
５
時
ま
で
に
、
持
参
・
郵
送
・
電

子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
持
参

の
場
合
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

応
募
・
問
合
せ
先
＝
計
画
建
築

課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
京
田
辺

市
田
辺
８０
、
☎
６４
・
１
３
４
８
、
℻

６２
・
２
８
４
４
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

keikaku@kyotanabe.jp

）

ふ
れ
あ
い
夢
フ
ェ
ス
タ

新
規
参
加
団
体
を
募
集

京
た
な
べ
男
女
共
同
参
画
週
間
実
行
委

員
会
は
、
京
た
な
べ
男
女
共
同
参
画
週
間

事
業
「
ふ
れ
あ
い
夢
フ
ェ
ス
タ
」
の
新
規

参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

同
フ
ェ
ス
タ
は
、
男
女
が
互
い
に
人
権

を
尊
重
し
つ
つ
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合

い
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
行

い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
２６
日
㈯
午
前
１０
時
～
午
後

４
時
（
予
定
）

場
所
＝
中
央
公
民
館

募
集
内
容
＝
「
ふ
れ
あ
い
夢
フ
ェ
ス
タ
」

で
の
企
画
（
舞
台
発
表
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
模
擬
店
な
ど
の
企
画

に
参
加
）

応
募
資
格
＝
▼
企
画
を
自
主
的
に
運

営
・
実
施
で
き
、
市
内
に
在
住
・
通
勤
・

通
学
す
る
人
で
作
る
グ
ル
ー
プ
。
た
だ
し
、

営
利
目
的
や
特
定
の
宗
教
・
政
治
活
動
を

す
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
除
き
ま
す
▼
月
１

回
程
度
開
く
実
行
委
員
会
に
出
席
で
き
る

グ
ル
ー
プ

応
募
方
法
＝
企
画
内
容
・
グ
ル
ー
プ
名
・

活
動
内
容
・
代
表
者
氏
名
・
連
絡
先
を
書

い
て
、
郵
送
・
℻
・
電
子
メ
ー
ル
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
審
査
・
選
考
結
果
を
応
募
者
へ

通
知
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
１
月
２０
日
㈬

応
募
・
問
合
せ
先
＝
京
た
な
べ
男
女
共

同
参
画
週
間
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
民

参
画
課
内
、
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
京
田

辺
市
田
辺
８０
、
☎
６４
・
１
３
１
４
、
℻
６４
・

１
３
０
５
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スsankaku@

kyotanabe.jp

）

　市は、左表のとおり肺がん検診
と結核住民検診を行います。この
機会に、ぜひ受診しましょう。
　問 合 せ 先＝健康介護課（☎
64-1335）

募集

※都市計画…都市の健全な発展と
秩序ある整備を図るために、土地利
用のあり方、都市施設（道路 ･公園
など）の整備、市街地開発事業の計
画を策定し、実現を図ること
※都市計画マスタープラン…都市
計画法第18条の2の規定に基づき、
都市計画の基本的な方針を定める
もので、個性的で快適なまちづくり
を進めるための設計書となるもの
※ワークショップ…参加者全員が
アイデアや意見を出し合い、解決方
法などを探っていくこと

大切な歯をいつまでも健康に

保てるよう、ご参加ください

消
防
本
部
・
消
防
団

１
月
１０
日
に
出
初
式

消
防
本
部
・
消
防
団
は
、
京
田
辺
市
消

防
出
初
式
を
行
い
ま
す
。

消
防
署
や
消
防
団
の
ほ
か
、
消
防
活
動

支
援
隊
・
自
主
防
災
組
織
・
事
業
所
（
自

衛
消
防
隊
）
も
参
加
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

観
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
１
月
１０
日
㈰
午
前
９
時
３０
分
～

１１
時
３０
分

場
所
＝
田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場

（
雨
天
の
場
合
は
、
中
央
公
民
館
）

内
容
＝
▼
式
典
（
分
列
行
進
・
閲
団
・

機
械
器
具
点
検
・
表
彰
状
授
与
・
感
謝
状

贈
呈
）
▼
田
辺
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

▼
消
防
署
に
よ
る
消
防
訓
練
▼
消
防
署
・

消
防
団
に
よ
る
一
斉
放
水

文
化
財
防
火
週
間

１
月
２６
日
㈫
は
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼

損
し
た
日
（
昭
和
２４
年
）
に
あ
た
り
、
文

化
財
を
火
災
か
ら
守
る
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
消
防
本
部
で

は
１
月
２０
日
㈬
～
２６
日
㈫
を
文
化
財
防
火

週
間
と
し
、
市
内
の
文
化
財
建
造
物
な
ど

へ
の
立
入
検
査
や
消
防
団
と
合
同
で
消
防

訓
練
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
共
有
財
産
で

あ
る
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
防
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】

消
防
本
部
（
☎
６３
・
７
８
２
５
）

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除　

  

申
告
が
不
要
に

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
て
い
る
人
（
平
成
１９
・

２０
年
に
入
居
し
た
人
を
除
く
）

で
、
所
得
税
で
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
金
額
が
あ
る
場
合
は
、

翌
年
度
の
住
民
税
で
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
、

こ
れ
ま
で
市
区
町
村
へ
の
申
告

が
必
要
で
し
た
が
、
新
た
な
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
の
創
設
に
伴
い
、

平
成
２２
年
度
住
民
税
か
ら
は
申

告
が
原
則
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
平
成
１１
年
か
ら
同

１８
年
末
ま
で
に
入
居
し
た
人
で
、

所
得
税
に
つ
い
て
次
の
条
件
に

該
当
す
る
人
は
、
申
告
す
る
と

控
除
額
が
増
え
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
条
件
】

▼
課
税
山
林
所
得
金
額
が
あ

る
人
▼
変
動
所
得
・
臨
時
所
得

を
有
し
、
平
均
課
税
の
適
用
を

受
け
る
人
▼
課
税
総
所
得
金
額

の
ほ
か
に
、
課
税
退
職
所
得
金

額
が
あ
る
人

な
お
、
申
告
す
る
場
合
は
、
毎

年
３
月
１５
日
ま
で
に
、
１
月
１
日

現
在
に
在
住
す
る
市
区
町
村
へ
住

民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
期
限
ま
で
に
申
告
が
な

い
場
合
は
、
申
告
不
要
の
新
た
な

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
適
用
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（
☎
６４
・

１
３
１
７
）

自
書
申
告
で

待
ち
時
間
短
縮
に

ご 

協 

力 

を

住民税 市
役
所
会
場
で

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を

税
務
署
が
指
導

寄
付
を
受
け
取
る
石
井
市
長
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⑤新年のごあいさつ
新年明けましておめでとうございます。

Happy New Year!
市民のみなさんがお健やかに新年を迎えられ

ましたことを心よりお慶び申し上げます。
私が 7 月末に来日し京田辺に住み始めてか

ら、あっという間に 5 カ月が経ちました。夏に
おいしい食べ物をいただき、秋にきれいな紅葉
を見て、すっかり新しい生活に慣れました。

欧米には新年の決意という習慣があり、みん
なが一つか二つ抱負を考えます。私はこれから
も京田辺での生活を楽しみにしています。新し
い年もみなさんが国際交流に触れ、その楽しさ
を知っていただけるよう一生懸命頑張りたいと
思っています。

最後に、本年がみなさんにとって幸せで明る
い年となりますように心よりお祈り申し上げ、
新年のごあいさつといたします。今年もよろし
くお願いします。
【同文の英語版は、市ホームページ（http://
www.kyotanabe.jp/1ka1hp/shiminsankaku/
cir/index.html）に掲載しています】

京
都
市
交
響
楽
団

「
映
画
の
中
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

名
作
映
画
の
中
に
は
、
た
く
さ
ん

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
名
曲
が
使
わ

れ
、
作
品
を
彩
っ
て
い
る
の
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
名
曲
を
ポ
ッ

プ
ス
音
楽
の
指
揮
者
と
し
て
定
評
の

あ
る
竹
本
泰
蔵
さ
ん
の
指
揮
の
下
、

京
都
市
交
響
楽
団
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
演
奏
で
お
届
け
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２０
日
㈯
午
後
３
時
開

演
（
開
場
は
午
後
２
時
３０
分
）

場
所
＝
京
都
府
立
け
い
は
ん
な

ホ
ー
ル
メ
ー
ン
ホ
ー
ル

曲
目
＝
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
序
曲
（
プ

リ
テ
ィ
・
ブ
ラ
イ
ド
）、
結
婚
行
進
曲

（
フ
ォ
ー
・
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
）、
カ
ル

メ
ン
組
曲
（
が
ん
ば
れ
ベ
ア
ー
ズ
）、

美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
（
２
０
０
１
年

宇
宙
の
旅
）
な
ど

チ
ケ
ッ
ト
＝
▼
前
売
券
…
２
千
５
０
０

円
（
１
月
１２
日
㈫
か
ら
販
売
）
▼
当

日
券
…
３
千
円
（
全
席
指
定
）。
な
お
、

小
学
生
未
満
は
入
場
で
き
ま
せ
ん

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
＝
▼
㈱
け
い

は
ん
な
（
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
内
）

…
☎
９５
・
５
１
１
５
、
平
日
の
午
前
１０

時
～
午
後
５
時
３０
分
。
前
売
券
販
売

は
３
月
１９
日
㈮
ま
で
▼
電
子
チ
ケ
ッ

ト
ぴ
あ
（
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
店
舗
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク

ス
）
…
☎
０
５
７
０
・
０２
・
９
９
９
９

（
Ｐ
コ
ー
ド
３
４
２
・
１
５
５
）。
＠
電

子
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
（http://pia.jp/t

〈
Ｐ
Ｃ
・
携
帯
電
話
共
通
〉）
か
ら
「
け

い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
」
を
検
索
。
前
売

券
販
売
は
３
月
１５
日
㈪
ま
で

問
合
せ
先
＝
㈱
け
い
は
ん
な
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
事
業
部
（
☎
９５
・

５
１
１
５
）

け
い
は
ん
な
寄
席

～
笑
福
亭
仁
鶴　

独
演
会
～

長
い
伝
統
を
も
つ
上
方
落
語
の
大

御
所
、
笑
福
亭
仁
鶴
師
匠
を
迎
え
た

独
演
会
が
実
現
。
関
西
な
ら
で
は
の

文
化
を
身
近
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
３
月
２８
日
㈰
午
後
２
時
開

演
（
開
場
は
午
後
１
時
３０
分
）

場
所
＝
京
都
府
立
け
い
は
ん
な

ホ
ー
ル
メ
ー
ン
ホ
ー
ル

定
員
＝
１
千
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）。
小
学
生
未
満
は
入
場
で
き
ま

せ
ん入

場
料
＝
５
０
０
円
（
全
席
自
由
、

当
日
支
払
い
）

申
込
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
け

い
は
ん
な
寄
席
参
加
希
望
」・
氏
名
（
申

込
者
）・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番

号
・
人
数
（
申
込
者
を
含
め
４
人
ま
で
）

を
、
返
信
用
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
書
い
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
２
月
２８
日
㈰
（
当
日

消
印
有
効
）

申
込
先
＝
㈱
け
い
は
ん
な
「
仁
鶴

独
演
会
」
係
（
〒
６
１
９
・
０
２
３
７

相
楽
郡
精
華
町
光
台
１
・
７
）

問
合
せ
先
＝
㈱
け
い
は
ん
な
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
事
業
部
（
☎
９５
・

５
１
１
５
）

１
月
１０
日
は
成
人
式

市
は
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
新

成
人
を
迎
え
、
成
人
式
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１
月
１０
日
㈰
（「
成
人
の
日
」

の
前
日
）
午
後
１
時
～
３
時
。
受
け
付

け
は
正
午
か
ら

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
同

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

原
則
と
し
て
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
人

内
容
＝
▼
第

１
部
…
成
人
式

式
典
▼
第
２
部

…
成
人
の
つ
ど

い
（
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
企
画
イ

ベ
ン
ト
、恩
師
・

新
成
人
と
の
歓

談
な
ど
）

当
日
は
、
案
内
状
の
送
付
封
筒
を
必

ず
持
参
し
、
受
け
付
け
で
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
保
護
者
も
、
２
階
席
か
ら
観

覧
で
き
ま
す
。

一
筆
啓
上
の
作
品
を

市
民
ロ
ビ
ー
に
展
示

成
人
式
会
場
で
展
示
す
る
「
は
た
ち

の
言
葉
一
筆
啓
上
」
入
賞
・
入
選
作
品

を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
く

た
め
、
市
役
所
２
階
市
民
ロ
ビ
ー
に
展

示
し
ま
す
。

な
お
、
入
賞
作
品
（
一
部
）
は
広
報

京
た
な
べ
２
月
号
に
も
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

期
間
＝
１
月
１２
日
㈫
～
１８
日
㈪
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分
（
１８
日
㈪
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
）

【
問
合
せ
先
】

社
会
教
育
課
（
☎
６４
・
１
３
９
３
）

２０
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入

新
成
人
の
み
な
さ
ん
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
は
、
国
が
運
営
す
る
公
的

年
金
制
度
で
す
。
国
内
に
住
所
を
有
す

る
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し

保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
や

が
て
訪
れ
る
老
後
の
収
入
を
国
が
約
束

す
る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
り
、
父
親
が
１８
歳
未
満
の
子

を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
と
き
も
年
金
を

支
給
し
、
人
生
の
「
万
一
」
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
新
成
人
の
み
な
さ
ん
は
、

２０
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
加
入
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
生
や
収
入
が
少
な
い
た
め

に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

人
は
、
申
請
す
る
と
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
・
免
除
と
な
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」「
保

険
料
免
除
・
一
部
納
付
（
免
除
）
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
申
請
し
な
い
ま
ま
国
民

年
金
保
険
料
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
と
、

万
一
の
と
き
に
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
な
ど
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
被
保
険
者
の
種
類
＝
▼
第

１
号
被
保
険
者
…
自
営
業
者
・
学
生
な

ど
▼
第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
加
入
者
）
…
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・

公
務
員
▼
第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

加
入
手
続
き
＝
▼
第
１
号
被
保
険
者

…
市
役
所
▼
第
２
・
３
号
被
保
険
者
…
勤

務
先
の
事
業
所
（
第
２
号
被
保
険
者
は

厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
加
入
手
続
き
と

同
時
に
手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個

別
の
手
続
き
は
不
要
で
す
）

問
合
せ
先
＝
▼
市
民
年
金
課
（
☎
６４
・

１
３
３
３
）
▼
京
都
南
年
金
事
務
所
（
☎

０
７
５
・
６
４
３
・
２
５
４
７
）

職員募集

新成人

非
常
勤
嘱
託
職
員
採
用
試
験

臨
時
的
任
用
職
員
の
登
録

市
と
教
育
委
員
会
は
、
非
常
勤

嘱
託
職
員
の
採
用
試
験
と
平
成
２２

年
度
京
田
辺
市
臨
時
的
任
用
職
員

（
臨
時
職
員
・
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
・

パ
ー
ト
職
員
）
登
録
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

【
非
常
勤
嘱
託
職
員
】

対
象
＝
昭
和
２０
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
。
定
年
は
６５
歳

で
すく

わ
し
く
は
、
各
問
合
せ
先
で

配
布
す
る
試
験
案
内
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
す
る
職
種
＝
▼
市
…
窓
口

事
務
・
一
般
事
務
・
男
女
共
同
参

画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
生
活
保
護
面

接
相
談
員
・
家
庭
相
談
員
・
保
健

師
・
訪
問
調
査
員
・
消
費
生
活
相

談
員
▼
教
育
委
員
会
…
管
理
栄
養

士
・
文
化
財
等
専
門
員

試
験
日
＝
１
月
３１
日
㈰

申
込
方
法
＝
試
験
案
内
を
十
分

確
認
の
上
、
各
問
合
せ
先
で
配
布
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
申
込
前
６
カ
月
以
内

撮
影
の
写
真
（
正
面
・
脱
帽
・
上
半

身
、
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）
を
貼
り
、

必
要
な
免
許
証
な
ど
の
写
し
を
添

え
て
、
本
人
が
持
参
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る

提
出
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

受
付
期
間
＝
１
月
５
日
㈫
～
１４

日
㈭
午
前
８
時
３０
分
～
正
午
、
午

後
１
時
～
５
時
１５
分（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
き
ま
す
）

採
用
予
定
日
＝
４
月
１
日
以
降

【
臨
時
的
任
用
職
員
】

職
種
・
応
募
要
件
＝
下
表
の
と

お
り申

込
方
法
＝
本
人
が
提
出
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
書
類
は
、

一
切
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
郵
送

に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
な
お
、
申
し
込
み
の
際
に
本
人

と
の
面
談
を
行
い
ま
す
。

提
出
書
類
＝
▼
登
録
申
込
書
…

必
要
事
項
を
書
い
て
、
最
近
６
カ

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
（
正
面
・

脱
帽
・
上
半
身
、縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

を
貼
っ
て
く
だ
さ
い

▼
免
許
証
ま
た
は
資
格
証
明
書

の
コ
ピ
ー
…
免
許
ま
た
は
資
格
を

必
要
と
す
る
職
種
を
申
し
込
む
場

合
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
（
平
成

２２
年
３
月
末
ま
で
に
免
許
や
資
格

を
取
得
す
る
見
込
み
の
あ
る
人
は
、

取
得
見
込
み
証
明
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
）

な
お
、
市
が
募
集
す
る
職
種
は

職
員
課
の
申
込
書
を
、
教
育
委
員

会
が
募
集
す
る
職
種
は
教
育
総
務

室
の
申
込
書
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
、
各
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
＝
１
月
１８
日
㈪
～
２９

日
㈮
午
前
８
時
３０
分
～
正
午
、
午

後
１
時
～
５
時
１５
分
（
土
・
日
曜

日
を
除
き
ま
す
）

採
用
＝
臨
時
的
任
用
職
員
登
録

者
名
簿
（
有
効
期
間
は
平
成
２２
年

４
月
１
日
か
ら
同
２３
年
３
月
３１
日

ま
で
）
に
登
載
し
ま
す
。
採
用
は
、

職
員
に
短
期
的
な
欠
員
を
生
じ
た

場
合
に
名
簿
登
載
者
の
中
か
ら
各

業
務
に
適
す
る
人
を
選
考
し
ま
す

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

▼
市
が
募
集
す
る
職
種
…

市
役
所
４
階
職
員
課
（
☎
６４
・

１
３
２
４
）
▼
教
育
委
員
会
が
募

集
す
る
職
種
…
市
役
所
３
階
教
育

総
務
室
（
☎
６４
・
１
３
９
１
）

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
（
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
）
は
、
研
究
機
関
や

企
業
の
学
術
研
究
の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
を
は
ぐ
く
む
場
と
し

て
地
域
住
民
に
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、学
研
都
市
の
中
核
施
設「
け

い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
」
で
行
わ
れ
る
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

笑
福
亭
仁
鶴
師
匠

け
い
は
ん
な
寄
席

～
笑
福
亭
仁
鶴　

独
演
会
～

京
都
市
交
響
楽
団

「
映
画
の
中
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

指揮者の
竹本泰蔵さん

市
は
、
平
成
２１
年
度
第
２
回
職

員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

職
種
・
受
験
資
格
＝
事
務
職
員
・

昭
和
５２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

募
集
人
数
＝
４
人
程
度

第
１
次
試
験
日
＝
１
月
２４
日
㈰

申
込
方
法
＝
試
験
案
内
を
十
分

確
認
の
上
、
職
員
課
で
配
布
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
を
書
い
て
、

申
込
前
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た

写
真
（
正
面
・
脱
帽
・
上
半
身
、

縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）
を
貼
り
、
本

人
が
持
参
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
提
出

は
受
け
付
け
ま
せ
ん

受
付
期
間
＝
１
月
５
日
㈫
～
１４

日
㈭
午
前
８
時
３０
分
～
正
午
、
午

後
１
時
～
５
時
１５
分（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
き
ま
す
）

採
用
予
定
日
＝
４
月
１
日
以
降

申
込
・
問
合
せ
先
＝
職
員
課
（
☎

６４
・
１
３
２
４
）

Ｑ自費出版でどんなトラブルが起こっているの
自費出版とは、自分で費用を負担して本を出版

することです。
事業者主催のコンテストで落選し

た人が「良い作品だからこのままに
しとくのは惜しい」と自費出版の契
約を勧められ、褒められたことで冷
静な判断ができずに契約してしまう
ことがあります。

また、契約した代金が印刷だけなのか販売のた
めの費用が含まれているのかが分かりにくい、約
束したスケジュール通りに作業が進まない、契約
した部数が印刷されているのか書店に本が並んで
いるのか確認ができないなどのトラブルが起こり
がちです。
Ｑ自費出版で注意することは
本は簡単に売れるものではありません。自費出

版するときは、本が形になればいいのか、販売も
してもらいたいのか、目的に合わせて複数の事業
者から見積もりをとり、解約に関する条件・本の
完成までの期間・代金を支払う時期・追加料金の
有無・スケジュールの進み具合の確認方法などを
比較してください。不明点は説明を求め、約束し
た内容は書面に明記しましょう。

消費生活で困ったことがあれば、ご相談くださ
い。
問合せ先＝消費生活相談窓口（産業振興課内、

☎ 63-1240）
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市・府民税第 4 期納付月
1 月は市・府民税第 4期分の納付
月です。市・府民税は、前年中に一
定の所得があった人に対し課される
税金です。納期は 7・9・11 月と翌
年 1月です。納期限内に納付でき
なかった場合は、各納付月の翌月に
督促状を発送します。督促状を発送
した際は、本税とは別に督促手数料
200 円を加算し、延滞金を徴収す
ることもあります。なお、納期限内
に納付できない場合は、納付方法（分
割納付など）の相談に応じますので、
未納のまま放置しないで早めに納付
相談にお越しください。口座振替・
自動払込は、2月 1日㈪が振替日で
す。1月 29 日㈮までに登録口座の
預貯金残高の確認をお願いします問
収納対策室（☎ 64-1318）

民生委員児童委員が交替
11 月 1 日付けで健康ケ丘の民生
委員児童委員を委嘱しました。任
期は、平成 22 年 11 月 30 日まで。
（旧）畑中文恵さん、（新）深川澄さ
ん（☎ 65-4366）問社会福祉課（☎
64-1372）

いち早く いそがず慌てず
れい静に
110 番は、事件や事故を警察へ通
報するための緊急専用電話です。相
談や問い合わせは、▼田辺警察署…
☎ 63-0110 ▼警察相談 110 番…☎
075-414-0110、プッシュホンは
＃ 9110 を利用してください。110
番のときには①事件・事故。何があっ
たか知らせてください②発生時間は
③発生の住所・目印になるものは④
犯人の特徴・逃走方向、車の種類・
ナンバーなど参考になること⑤被害
の状況は。けが人は。救急車は必要
ですか⑥あなたの名前・住所・電話
番号はなどを尋ねますので、慌てず
落ち着いて、ゆっくり答えてくださ
い問田辺警察署（☎ 63-0110）

オートバイ盗難多発
11 月現在、田辺署管内で 191 台
のオートバイが盗まれています。駅
周辺やアパート・マンションの駐輪
場が狙われています。駐輪時にはハ
ンドルロックをかける、U字ロッ
クなどで二重ロックし固定物に結着
するなど防犯対策を心掛けましょ
う。また、施錠しても被害に遭うこ
ともあります。不審者を目撃したら
迷わず 110 番してください問▼安
心まちづくり室（☎ 64-1307）▼
田辺警察署（☎ 63-0110）

宝くじ助成事業を活用
平成 21年度コミュニティ助成事
業を活用し、田辺団地連合自治会は
印刷機（2色刷印刷機）を購入。新
興戸自治会は子どもみこし・印刷機
を購入し、コミュニティ活動や拠点
施設の充実を図りました。この事業
は、㈶自治総合センターが、地域コ
ミュニティの健全な発展と宝くじの
普及広報を目的として行っている助
成事業で、みなさんが購入した宝く
じの収益金が財源となっています問
市民参画課（☎ 64-1314）

CO2 削減生活
1 日に 1人が排出するCO2の量
は約 6kg です。できることから取
り組むことで、CO2が減らせます。
家庭でも次のようなCO2削減生活
に取り組みましょう▼シャワーの時
間を 1分短く▼冷蔵庫は省エネタ
イプに▼車の発進時はふんわりアク
セル「eスタート」・急加速をしない・
アイドリングを 5分短く▼出掛け
るときは電気機器の主電源を切る▼
暖房温度を1℃低く、冷房温度を1℃
高く▼冷暖房の使用時間を 1 日 1
時間減らす▼買い物にはマイバッグ
を持参し、包装の少ない品物を選ぶ
▼電球型蛍光ランプに替える▼電気
ポットやジャーの保温時間を短く▼
ごみを減らし、分別を徹底問環境課
（☎ 64-1366）

観光カレンダー販売中
市観光協会は、一休フォトコン
テスト 2009 の入賞作品を掲載した
「京たなべ観光カレンダー 2010」
を販売しています。A4サイズで書
き込みができます。1 冊 500 円。
観光協会事務局（産業振興課内）・
観光案内所で販売。数に限りがあり
ますので、早めにお買い求めくださ
い問観光案内所（☎ 68-2810）

多重債務法律相談
1 月 13 日㈬ 16時～ 19時、社会
福祉センター。借金問題は相談しに
くいですが、必ず解決できます。一
人で悩まずに法律の専門家の助言を
得て、解決策を考えましょう 必要
問消費生活相談窓口（産業振興課内、
☎ 63-1240）

女性の再就職・ﾁｬﾚﾝｼﾞ相談
1 月 25 日㈪・26 日㈫いずれも
10 時 30 分～ 13 時 30 分、女性交
流支援ルーム 再就職を目指す女
性・自分に合った仕事や働き方を考
えたい女性 女性のキャリアカウン
セラーによる面接相談。一人ひとり
に合ったアドバイスや情報提供を行
います。子育て・介護が一段落し再
就職したい人、能力を伸ばしてキャ
リアアップしたい人などを応援しま
す 無料 ☎で申し込み問女性交流
支援ルーム（☎ 65-3727）

ひだまりの会
1 月 26 日㈫ 14 時～ 15 時、府
立洛南寮 市内に在住する高齢者
ホーム喫茶 無料 1月 21 日㈭ま
でに申し込み問社会福祉協議会（☎
62-2222）

介護者交流会
1月 25日㈪13時 30分～15時、
社会福祉センター 高齢者を在宅で
介護している人 みなさんで介護の
悩みを話しませんか問社会福祉協議
会（☎ 62-2222、☎ 65-4022）

ひとり親家庭
祝い励ます会・もちつき大会
2 月 14 日㈰ 10 時から（もちつ
きは 10時 30 分から）、社会福祉セ
ンター 今春小学校に入学する母
子・父子家庭の児童と保護者。もち
つき大会は、新入学児童以外のひと
り親家庭も対象 ランリュックなど
の記念品贈呈の後、もちつき大会を
してお祝いします 2月 3 日㈬ま
でに申し込み問▼こども福祉課（☎
64-1376）▼社会福祉協議会（☎
62-2222）

ひとり親家庭を励ます
知事と新入学児童のつどい
3 月 7 日㈰ 10 時 45 分～ 14 時
30 分、京都テルサ（京都市） 今

春小学校に入学する母子・父子家
庭の親子 知事と一緒にレクリエー
ション・記念品の贈呈など 2月
12 日㈮（必着）までにハガキで申
し込み問山城北保健所綴喜分室（☎
63-5747）

上級救命講習
1 月 31 日㈰・3月 7 日㈰いずれ
も 9時～ 17時、消防署 普通救命
講習の内容（成人に対する心肺蘇生・
AEDの使用方法・止血法）に加え、
小児・乳児に対する心肺蘇生、傷病
者の管理法、外傷の手当要領、搬送
法を学びます。一定レベル以上の技
術を習得した受講者には修了証を発
行し、簡易感染防護具を配布します
各先着 10人 無料 前日までに

直接か☎で申し込み。1月 31 日㈰
分は 1 月 1 日㈷から、3 月 7 日㈰
分は 2月 1 日㈪から受け付けしま
す問▼消防署（☎ 63-1125）▼消
防署北部分署（☎ 65-0119）

山城人権ﾌｪｽﾀ in やわた
2 月 6 日㈯ 10 時～ 16 時、八幡
市文化センター（八幡市） ディズ
ニー映画「ボルト」の上映。森永卓
郎さんの記念講演会。人形劇、模擬
店、手作りバザー、体験・手作りコー
ナーなど家族で楽しめます。この事
業は、山城地区の市町村・民間団
体・企業で構成する山城人権ネット
ワーク推進協議会が開きます 入場
無料。映画と講演会は整理券が必要
（1月 7日㈭から、各 1人 4枚まで
先着順に人権啓発推進課で配布。数
に限りがあります）。講演会は手話
通訳・要約筆記を用意します（整理
券受け取り時に要予約）問人権啓発
推進課（☎ 64-1336）

第 1 回新春囲碁大会
1 月 17 日㈰ 9 時 40 分から（受
け付けは 9時から）、中央公民館
市内に在住・通勤する人 A級（四
段以上）・B 級（三段～初段）・C
級（1～ 5 級）、ハンディ制。一人
4局打ち。飲み物・昼食は各自持参
1,500 円 1 月 9 日㈯までに、

ハガキ・☎・ＦＡＸで申し込み問奥田豊
（〒 610-0313 京田辺市三山木西荒
木 7-7、☎・ＦＡＸ 62-8602）

布ぞうり教室
1 月 20 日㈬ 13時～ 15時、環境
衛生センター甘南備園リサイクルプ
ラザ 先着 8人 300円 1月 11
日㈷から☎で申し込み。同教室は、
奇数月の第 3水曜日に開いていま
す問京田辺エコパークかんなび（☎
27-5839）

犬のしつけ方教室

山城北犬の適正飼養推進連絡協議
会は、飼い主の意識向上と人と動物
が共生する社会づくりを目指し、犬
のしつけ方教室を開きます。日時・
場所・内容は下表のとおり ▼飼い
犬同伴の参加…京田辺市・八幡市・
井手町・宇治田原町に在住し、全日
程に参加できる人。飼い犬は、生
後 6カ月以上 2歳未満で市町に登
録があり、平成 21年度狂犬病予防
注射接種やその他感染症の予防接種
済みで、健康・攻撃性がないこと▼
飼い主のみの参加…山城北保健所管
内に在住する犬の飼い主や希望者
飼い犬同伴の参加 10人、飼い主

のみの参加 20人。多数の場合は抽
選します 1月 12 日㈫～ 22 日㈮
8 時 45 分～ 12 時、13 時～ 17 時
15分に申し込み問山城北保健所（☎
21-2912）

「看護力」ﾄﾗｲｱﾙ研修
1 月 18 日㈪・19 日㈫ 9時 30 分
～ 15 時、国立病院機構南京都病院
（城陽市） しばらく臨床から離れ
ている看護師・臨床経験がなく不安
を持っている看護師 新型インフル
エンザについて・感染防止の基礎知
識と実際・最新の呼吸管理と呼吸リ
ハビリテーション・看護の動向・看
護技術（採血・静脈注射・吸引な
ど） 無料 1月 14 日㈭までに、
☎・ＦＡＸ・ で申し込み問国立病院機
構南京都病院看護部・平古場・白
井（☎ 52-0065、ＦＡＸ 55-2765、
kang-b2@mkyoto.hosp.go.jp）

古文書を読む会
1 月 16 日㈯ 9 時 30 分～ 12 時、
社会福祉センター 講師はふるさと
ミュージアム山城の伊藤太さんと精
華町教育委員会の中川博勝さん。ど
なたでも気軽に参加してください
300 円 不要問京田辺市郷土史会・
岡山（☎ 63-2244）

ジャグリングショー
1 月 19 日 ㈫
12 時 20 分～ 13
時 10 分、同志社
大学京田辺校地
多目的ホール前
広場 ジャグリ
ング日本チャン
ピオンで、世界
大会決勝まで進
出したリスボン上田さんによる確か
な技術力と軽快なトークのコミカル
なジャグリングショー（＝写真）
無料。どなたでも自由にご来場くだ
さい問同志社大学京田辺校地学生支
援課ホール分室（☎ 65-7413）

イギリスの子どもの作品展
本市とイギリス・ウィラル市は、
幼稚園児、小・中学生の絵画などの
作品を交換する交流を毎年行ってい
ます。京田辺国際交流協会の協力で、
今年ウィラル市から送られてきた作
品を展示しますので、ぜひご覧くだ
さい。1月 19日㈫ 12時～ 24日㈰
17 時、ギャラリーかんなび問市民
参画課（☎ 64-1314）

市民ふれあいﾛﾋﾞｰｺﾝｻｰﾄ
1 月 20 日㈬ 12 時 20 分～ 12 時
50 分、市役所 2階市民ロビーと周
辺 邦楽あんさんぶる翔による箏・
三絃・尺八の演奏。曲目は、浪花
十二月・夕暮・童謡メドレー。お昼
のひとときを音楽で楽しみましょ
う。自由に鑑賞できますので、ぜひ
お越しください問企画管理課（☎
64-1310）

草内民児協の親子体操
1月 20日㈬10時～11時 15分、
中部住民センター 2・3歳児と保
護者 スポーツ少年団認定指導員
山本ゆみ子さんの指導による親子

体操。ボール・なわとび（持って
いる人）・上靴・タオル・お茶を持
参してください 無料 不要問草
内民生児童委員協議会▼上村（☎
62-2412） ▼嘉村（☎ 65-1561）
▼四宮（☎ 62-5557）

ｼﾆｱﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践講座
▼施設で学ぼう！すぐに役立つ
車イスふれあい体験…1月 21 日㈭
13 時 30 分～ 16 時 30 分、府立洛
南寮 車イス操作・介助体験など▼
やってみよう！自助具づくりと車イ
ス整備…1月 31日㈰ 13時 30分～
16 時 30 分、社会福祉センター
自助具の紹介・車イスの整備体験な
ど 無料。一方のみの参加もできま
す問社会福祉協議会（☎ 62-2222）

冷え取り笑食会
1 月 27 日 ㈬ 10 時 30 分 ～ 14
時、中部住民センター 冷え取り骨
盤体操・冷え取りランチ・冷え取
りヨガ。体が温まるひとときを専
門家講師が提供します 先着 20人
1,000 円（昼食込み）問京田辺

つぼ教室・佐藤（☎ 63-2055、
yururimura@leto.eonet.ne.jp）

認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座
2 月 6 日㈯ 10 時～ 12 時、社会
福祉センター 市内に在住・通勤・
通学する人 認知症の正しい知識や
適切な対応の仕方。講師は医療法人
栄仁会理事・介護支援専門員の新田
順子さん。受講者にオレンジリング
を配布します 50人 無料 1月
28 日㈭までに申し込み問社会福祉
協議会（☎ 62-2222）

第 19 回和紙画展
1 月 29 日㈮～ 31 日㈰ 9時～ 17
時（31 日は 16 時まで）、コミュニ
ティホール 季節の花や風景・神社
仏閣などの写真を基に和紙をちぎっ
て貼っていく和紙画を展示。生涯学
習の場として楽しんでいます問和紙
画サークル・八ツ本（☎ 62-1146）

介護講座
ある日、突然始まる家族や自身の
介護。退院後の生活はどうしたらい
いの？。介護保険はどう使うの？。
さまざまな疑問解決のヒントになる
講座です（全 3 回）。「明日から使
える介護のい・ろ・は」を学べます。
家族や自身のために介護保険や認知
症を学びませんか ▼ 1月 30 日…
介護保険ってなに？（介護保険の
制度や利用の方法を学ぶ）▼ 2月 6
日…認知症について（認知症サポー
ター養成講座に参加）▼ 2月 13 日
…福祉用具のいろいろ（車イス・介
護用ベッド・ポータブルトイレなど
福祉用具を有効に使って、有意義な
介護生活を）。いずれも土曜日の 10
時～ 12 時、社会福祉センター問社
会福祉協議会（☎ 62-2222）

第 7 回水石展
1 月 30 日㈯・31 日㈰ 9 時～ 17
時（31 日は 16 時まで）、中部住民

センター問安食（☎ 63-6148）

新春茶香服大会
参加チーム募集

2 月 7 日㈰ 13 時から、コミュニ
ティホール 市内に在住・通勤す
る人 先着 8 チーム（1 チーム 5
人） 1月 29 日㈮までに申し込み
問 JA京都やましろ京田辺支店（☎
62-1177）

パンケーキ・デー
2 月 17 日㈬ 13時～ 15時、中央
公民館 市内に在住・通勤・通学す
る人 イースターの準備でパンケー
キを作る習慣と同じように、パン
ケーキを作ります。また、パンケー
キを食べながら国際理解講座を開
き、日本語で質疑応答を行います。
国際交流員とイギリスの伝統的な行
事パンケーキ・デーを楽しみましょ
う。エプロン・ふきん・持ち帰り用
容器を持参してください 16 人。
多数の場合は抽選 100 円（当日
徴収） ハガキに氏名・☎・「パンケー
キ・デー」参加希望を書いて、2月
5日㈮（必着）までに郵送してくだ
さい。ハガキ 1枚につき 2人まで
申し込みできます問市民参画課（☎
64-1314）

普通救命講習
2 月 6 日㈯ 9時～ 12 時、消防署
北部分署 AED（自動体外式除細
動器）を用いた心肺蘇生の講習会。
一定レベル以上の技術を習得した受
講者には修了証を発行し、簡易感染
防護具を配布します 先着 10人
無料 前日までに直接か☎で申し込
み問▼消防署（☎ 63-1125）▼消
防署北部分署（☎ 65-0119）

ジョイフルコンサートⅨ
2 月 7 日㈰ 14 時から（開場は
13 時 30 分）、北部住民センター
男声合唱団（ARCHER） 一

般 700 円問▼音楽連盟・羽馬（☎
63-3452）▼文化協会（中央公民館
内、☎ 62-2552）

遺言と成年後見の説明会
2 月 10 日㈬ 14 時～ 15 時 30 分

（受け付けは 13 時 45 分から）、保
健センター 市内に在住・通勤する
人。判断能力が衰えてきたときのこ
と、将来や現在の介護・生活を維持
するために必要なこと、障がいのあ
る人を残し介護者が亡くなった場合
のこと、親・自分の財産の管理に不
安を抱えている人など、どなたでも
参加できます 権利擁護や生活の質
の向上に役立つ制度の活用方法につ
いての話。講師は、成年後見センター
リーガルサポート・司法書士の藤井
伸樹さん問京田辺市地域包括支援セ

ンター（老人福祉センター常磐苑内、
☎ 68-1310）

文化協会登録サークル募集
文化協会は、平成22年度登録サー
クルを募集します。同協会は、市の
文化向上を図ることを目的に市民文
化祭や部門ごとの市民発表会などを
行っている団体です。登録要件＝次
のすべてを満たす団体▼本会の目的
に賛同し、各種事業に参加・協力で
きる▼ 5人以上で構成し、市内で 1
年以上活動している▼原則として市
内に在住・通勤・通学する人で構成
している▼政治・宗教・営利目的を
持たない▼計画的・継続的に公開で
きる活動を行っている 年会費（18
歳以上 1人につき 500 円）が必要
文化協会にある申込書を書き、

サークルの規約・名簿を添えて、1
月 30 日㈯正午までに申し込み。な
お、平成 21 年度登録団体には、申
込書を代表者へ送付します問文化協
会（中央公民館内、☎ 62-2552）

トレーニングルーム
利用には講習会受講を
田辺中央体育館トレーニングルー
ムを利用するには、講習会の受講
が必要です▼ 1月 15 日㈮ 19 時～
21 時▼ 1月 31 日㈰ 10 時～ 12 時
▼ 2月 5 日㈮ 19 時～ 21 時。いず
れも田辺中央体育館 市内に在住・
通勤・通学する 16 歳以上の人
1,000 円 各講習会日の 10 日前ま
でに申し込み問田辺中央体育館（☎
62-1501）

市民総体
【フットサル】
2 月 14 日㈰ 9時から、田辺中央
体育館 市内に在住・通勤する人
が 1人以上在籍し、5～ 15 人で構
成するチーム 8チーム。市内チー
ム優先 1チーム 5,000 円 NPO
法人京田辺市社会体育協会事務局
にある申込書を書いて、1月 29 日
㈮ 17 時までに、持参・郵送・ＦＡＸで
申し込み問NPO法人京田辺市社会
体育協会事務
局（ 田 辺 中
央体育館内、
〒 610-0331
京田辺市田辺
丸山 19、☎
29-9008、ＦＡＸ
62-1534）

スポーツに親しむ日
1 月 30 日㈯ 9 時 30 分～ 12 時、
田辺中央体育館 バドミントン・卓
球・バスケット・ソフトバレー・
ショートテニス・跳び箱・ミニトラ
ンポリンなど自由に行うことができ
ます。また、カローリングなどを
体育指導委員と一緒に楽しむこと
ができます 100 円（小学生未満
無料） 不要問田辺中央体育館（☎

◎旭日単光章　元市議会議員古川
義和さん（11月 4日逝去）

◎教育者表彰（文部科学大臣表彰）
　藤原陽さん
◎厚生労働大臣表彰（民生委員・
児童委員）　吉永美智江さん
◎全国社会福祉協議会会長表彰

（民生委員・児童委員）　藤澤茂さん
◎京都府若手農林漁業者表彰
小西浩年さん
◎京都府保健医療功労者表彰（食
生活改善推進員）　四宮節子さん

◎京田辺市歌謡昴会が福祉のため
に、8万円。

訂正とお詫び
11 月 15 日号 2 面に掲載しまし
た「児童福祉制度」の「高等学校奨
学金」について、誤りがありました
ので、訂正してお詫びします。誤：「父
子・母子家庭などで、義務教育修了
前（18歳未満の心身障害児を含む )
の児童を養育している人で、本市に
引き続き 1年以上居住し、住民基
本台帳または外国人登録に児童とと
もに登録している場合に支給」正：
「父子・母子・身体障害者世帯など
で、低所得世帯（市町村民税非課税
世帯）に支給（ただし、生保受給者
は別途支給）。※母子家庭奨学金を
合わせて申請した場合は、支給額が
調整されます」問こども福祉課（☎
64-1376）

62-1501）

バドミントン教室
2 月 13 日・20 日、3 月 6 日 ～
20日（全 5回）。いずれも土曜日の
16 時 30 分～ 18 時 30 分、田辺中
央体育館 市内に在住・通勤・通学
する16歳以上の人 30人 2,500
円 2 月 5 日㈮までに申し込み問
田辺中央体育館（☎ 62-1501）

市民ﾁｬﾘﾃｨｺﾞﾙﾌ大会
出場者を募集
3 月 29 日㈪、田辺カントリー
倶楽部 市内に在住・通勤する人
18 ホールストロークプレーの

ダブルペリア方式（スタートは 1・
6・10・14 番からのショットガン
方式）。チャリティは市社会福祉
協議会へ寄贈予定 先着 160 人
20,000 円（プレー費・昼食・チャ
リティ ･パーティ費用を含む） 商
工会にある参加申込書に参加費を添
え、2月 19 日㈮までに実行委員会
へ申し込み。グループで申し込んだ
場合は同じ組でプレーできます問京
田辺市民チャリティゴルフ大会実行
委員会（市商工会内、☎ 62-0093）

茶
香
服
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か

日
時
＝
１
月
１５
日
㈮
～
１７
日
㈰
午

前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

内
容
＝
市
立
幼
稚
園
全
園
児
の
作

品
を
展
示
。
豊
か
な
心
や
表
現
力
・

創
造
性
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
市
立
幼
稚
園
教
育
研
究

会（
田
辺
東
幼
稚
園
内
、☎
６２・４
３
４
１
）

作
品
を
作
る
園
児
幼稚園児の絵画展
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広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

おはなし会
▼ 1月 9 日㈯…とりのみじい▼ 16 日㈯
…はなたれこぞうさま▼ 20 日㈬…おもち
のきもち▼ 23 日㈯…にんじんだいこんご
ぼう▼ 30 日㈯…わらしべ長者▼ 2月 6 日
㈯…こぶとりじい
水曜日は午後 3 時 30 分～ 4 時、土曜日
は午後 3時～ 3時 30 分。

ギャラリー
▼大塚清治油絵個展：大塚清治＝ 1月 5
日㈫～ 10 日㈰▼書を学ぶ会作品展：大西
将子＝ 1月 14 日㈭～ 17 日㈰▼イギリス・
ウィラル市の子どもの絵画展：京田辺国際
交流協会＝ 1月 19 日㈫～ 24 日㈰▼子ども
読書絵てがみコンテスト入選作品巡回展：
中央図書館＝ 1月 30 日㈯～ 2月 8日㈰（2
月 1日㈪を除く）

映画会
2 月は、「先生」特集です。
▼ 2月 6日…サウンド・オブ・ミュージッ

おはなし会
▼ 1 月 9 日㈯…はなたれこぞうさま▼
16 日㈯…初天神▼ 20 日㈬…英語のおはな
し会▼ 23 日㈯…おどりトラ▼ 30 日㈯…お
もちのきもち▼ 2月 6日㈯…しおちゃんと
こしょうちゃん
水曜日は午後 3 時 30 分～ 4 時、土曜日
は午前 11 時～ 11 時 30 分。

図書館だより

おはなし会
▼ 1月 13 日…どっこいしょだんご▼ 20
日…セツ、ブーン
いずれも水曜日の午後 3時 30 分～ 4時。

ク▼ 13 日…陽のあたる教室▼ 20 日…いま
を生きる
いずれも土曜日の午前 10 時 30 分から。

赤
ち
ゃ
ん
を
爆
笑
さ
せ
る
の

は
、
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
。
で

も
、赤
ち
ゃ
ん
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」

は
意
外
な
と
こ
ろ
に
隠
れ
て
い
ま

す
。こ

の
本
に
は
、
う
ち
わ
を
使
っ

た
”
い
な
い
い
な
い
ば
あ
”
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
作
っ
た
”
が

ら
が
ら
”
な
ど
、
身
の
回
り
に

あ
る
も
の
を
使
っ
た
道
具
で
、
０

歳
か
ら
２
歳
く
ら
い
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
を
笑
わ
せ
る
方
法
や
遊
び

が
載
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
歳

の
女
の
子
の
父
親
で
も
あ
る
著
者

が
、
赤
ち
ゃ
ん
期
の
子
育
て
の
中

で
気
づ
い
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と

を
、
イ
ラ
ス
ト
＆
４
コ
マ
漫
画
形

式
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

『
赤
ち
ゃ
ん
を
爆
笑
さ

せ
る
方
法
』

岡
部
敬
史
／
文

平
井
寿
信
／
絵

学
研
／
発
行

臨
時
休
館

図
書
館
で
は
、
早
く
・
正

確
に
み
な
さ
ん
に
資
料
を
提

供
す
る
た
め
、
所
蔵
す
る
す

べ
て
の
資
料
の
点
検
を
行
い

ま
す
。
期
間
中
、
中
央
図
書

館
・
北
部
分
室
・
中
部
分
室

は
休
館
し
、移
動
図
書
館「
か

ん
な
び
号
」
の
巡
回
も
休
み

ま
す
。
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
＝
１
月
２５
日
㈪
～
２９

日
㈮

教
育
委
員
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
田
辺
市
社

会
体
育
協
会
は
、
第
２６
回
京
田
辺
市
民
駅
伝

競
走
大
会
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

日
に
ち
＝
２
月
２１
日
㈰
。
開
会
式
は
、
午

前
８
時
３０
分
か
ら
田
辺
中
央
体
育
館

コ
ー
ス
（
６
区
間
１７
・
７
㎞
）
＝
▼
第
１
区

（
３
・
６
㎞
）…
松
井
ケ
丘
小
学
校
→
京
都
社
会

保
険
労
務
士
事
務
所
▼
第
２
区（
１
・
８
㎞
）→

田
辺
中
央
体
育
館
▼
第
３
区（
３
・
４
㎞
）→
同

志
社
大
学
西
門
▼
第
４
区
（
３
・
７
㎞
）
→
普

賢
寺
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
▼
第
５
区（
２

㎞
）
→
観
音
寺
駐
車
場
前
▼
第
６
区
（
３
・
２

㎞
）
→
田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場
。
な
お
、

コ
ー
ス
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

参
加
資
格
＝
山
城
教
育
局
管
内
（
宇
治
市

以
南
）
の
中
学
生
以
上
の
人
。
同
管
内
に
在

住
す
る
人
が
過
半
数
以
上
の
チ
ー
ム

募
集
内
容
＝
▼
一
般
の
部
（
学
生
２
人
以

内
、
男
女
混
成
可
）
▼
女
子
の
部
▼
学
生
の

部
（
一
般
・
男
女
混
成
可
）

定
員
＝
４０
チ
ー
ム
（
市
民
チ
ー
ム
を
優
先
。

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
）

参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
２
千
円（
説
明
会
で
徴
収
）

説
明
会
＝
２
月
８
日
㈪
午
後
７
時
３０
分
か

ら
、
田
辺
中
央
体
育
館
。
参
加
チ
ー
ム
の
代

表
者
１
人
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い

申
込
方
法
＝
申
込
書
を
書
い
て
、
２
月
１

日
㈪
午
後
５
時
ま
で
に
、
持
参
・
郵
送
・
℻
・

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
中

学
生
は
保
護
者
の
同
意
書
（
様
式
あ
り
）
も

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
大
会
要
項
・
申
込
書

な
ど
は
、
社
会
体
育
課
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
体
育
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、☎

６４
・
１
３
９
４
、
℻
６４
・
１
３
９
０
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
スsports@kyotanabe.jp

）

【22年度会員募集】
わがまち “京たなべ ”を美
しくする会は、「私たちのま
ちは、私たちで美しく」を
趣旨に環境美化啓発活動を
行っています。一人ひとり
が環境美化への認識を新た
にすることで、気持ちよく
快適に暮らせる美しい環境
づくりを目指しています。
美しいふるさとを守り育
て、次世代に引き継いでい
きましょう。
会費（一口・年額）＝▼
個人 300 円▼団体 3,000 円
入会方法＝各区・自治会、
同会事務局へ申し込んでく
ださい
しめきり＝ 3月 31 日㈬
【見学会】
日時＝ 2 月 5 日㈮午後 1

時 30 分～ 3時
場所＝㈶地球環境産業技
術研究機構（木津川市）
対象者＝市内に在住・通
勤・通学する人
内容＝温暖化から地球を
救うための技術を紹介①温
暖化影響評価技術②大規模
発生源からのCO2の分離・回
収技術③ CO2 の地下貯留技
術④脱石油社会を目指すバ
イオエタノールの製造技術
人数＝先着 30 人
参加費＝無料
集合時間・場所＝午後1時・
田辺中央体育館駐車場
申込開始日＝ 1月 4日㈪
【申込・問合せ先】
わがまち “京たなべ ”を美
しくする会事務局（市民参
画課内、☎ 64-1314）

④最先端の研究装置で使われている “ 光
学部品 ”
D-egg 入居企業の「有限会社 HOC」を紹
介します。
同社は、研究用の特殊な望遠鏡や計測装
置などに用いられる超高精度のミラー・レ
ンズなどの生産をしています。
光学部品を精密に研磨する技術は、万有
引力を発見したニュートンによるピッチ
（コールタール）との出会いで生まれました。
現在、同社の研磨技術は、ナノメートル（nm：
100 万分の 1㎜）単位での研磨を可能にして
います。このような超高精度を可能にした
のは、職人のたゆまざる研さんのたまもの
です。
高度な技術が認められ、同社の製品は、

ハワイのマウナケア山頂上にある「すばる
望遠鏡」や核融合科学研究所の「大型ヘリ
カル装置」など日本の最先端の研究装置に
使われています。
目覚ましく進歩している科学技術の世界
で、デジタル技術の究極は、地道な職人の技、
アナログの技術により支えられているのか
もしれません。同社は、青・緑・赤の 3つ
の色が一体となって透明な光を生み出すよ
うに、研究者との共同研究を通して、一人
では到達できない付加価値を生み出す企業
へと進化するこ
とを目指し、今
日も京田辺市で
新しい “ 光学部
品 ” の生産をし
ています。
D-egg に つ い
て、くわしくはホームページ（http://www.
d-egg.jp/）をご覧ください。
問合せ先＝▼産業振興課（☎ 64-1319）▼
D-egg 事務局（☎ 64-1378）

Ｈ
Ｏ
Ｃ
社
の
光
学
部
品


